















いる。実線、破線の光路をそれぞれ光路 A,Bとする。図 1において光路 Aはラ
ンダム媒質から入射方向と正反対の方向に出ていく光路で、光路 Bは媒質内で
その逆をたどる光路である。図 2においては入射光と異なった方向に出て行く
光路である。図 1 の場合、2 つの光は光路差のない互いにコヒーレントな光に
なるので、ランダム媒質の外で互いに干渉し必ず強め合う。図 2 の場合は光路差があるので強め合う場合と弱め
















も強くなる時の CCD と凸レンズ 2 の距離は平行光のときと
比べ短くなる。集束光の場合でも拡散光の場合でもコヒーレ
ント後方散乱を確認することができた。また拡散光と集束光
をランダム媒質に入射させた場合のコヒーレント後方散乱ピ
ークの形状と正規化強度にも違いが見られた。 
